
地域資源活用部門 

 

環境と生活が調和するまちづくり 
 

ＮＰＯ法人 羽曳が丘Ｅ＆Ｌ 理事   ○西田 政弘       

                 大阪府立大学看護学部地域看護学教員  ○根来 佐由美      

大阪府立大学看護学部学生            ○音村 有美     

 

１．活動方針・目的 

昭和３７年、羽曳が丘の住宅開発が開始されました。昭和３９年には羽曳が丘の各町会が、 

羽曳野市と公園・バス停・集会所などの設置を協議する羽曳が丘町会連合会を組織しました。 

現在､羽曳が丘では、１８町会・戸数３,８００戸・人口１１,２００人・町会世帯加入率は 

９９％になり、羽曳が丘町会連合会を基盤にして住民活動を継続・実践しています。   

平成１６年には、羽曳が丘町会連合会と地域団体が集まって、「ＮＰＯ法人 羽曳が丘Ｅ＆Ｌ」

（ＥはＥｃｏｌｏｇｙ・ＬはＬｉｆｅ）を設立しました。当法人は行政機関へ住民参加のまち 

づくりの提案と、環境と生活が調和する住みよいまちづくりの実践が目的です。 

 

２．活動内容 

①ＮＰＯ法人 羽曳が丘Ｅ＆Ｌの活動内容   
「環  境  部」自然環境保全・資源リサイクル・地域交流行事主催と参画 

   「生  活  部」高齢者へ惣菜の調理宅配・交流サロン・大阪府立大学学生の実習支援 
   「ビオトープ部」ビオトープ整備・ビオトープフェスタ開催・幼稚園と小学校への出前教室 
   「管  理  部」事務会計・集会所管理・広報紙発行・印刷事業  
 

②大阪府立大学との連携活動 
   当法人は近隣の大阪府立大学看護学部の学生や教員と連携活動を実践しています。 地域ス 
 タッフが大学の授業に参加して地域活動の説明会を行い、学生や教員が地域拠点で実習・測 
 定会・地域調査などを実施しています。地域と大学がそれぞれの特徴を活かすことで、環境 

と生活と保健の視点が融合され、お互いの相乗効果につながっています。 
 

３．他の活動団体の参考になる事例 
①自然環境拠点のビオトープ公園にて、一人住まいの高齢者５８人参加の高齢者昼食会を開催 
 しました。多数の高齢者から嬉しい感想文が届きました。感想文は当法人の目的とする環境 
 と生活の調和でした。屋内施設でなく野外施設では思いがけない発見や効果があります。 
②当法人の会員は環境と生活に関わる活動を実践しています。大阪府立大学のアンケート調査 
で会員１１５名の回答がありました。会員が地域活動に参加することにより、健康維持と地 
域貢献の理念を共有していることを知りました。会員は日常の活動や交流で地域活動参加の 
理念などは会話しません。アンケート調査の回答で知った会員の理念共有でした。 

③当法人では複数事業の収支を循環・調整・継続しています。単独事業の収支調整は難しいです。

複数行事と複数団体の参加・出演・出店により住民参加者が増加しています。地域行事・地 
域交流などの住民参加者数の増加は地域資源の活用と地域貢献活動の評価につながります。 
 

４.今後の課題 
①当法人では羽曳が丘モモプラザ（公民館）の指定管理者制度への申請と、羽曳野市民活動セ 
ンター設立の協議に長期参画しましたが実現していません。これらは行政機関が住民と行政 
の協働事業として推進すれば、住民が認識する新しい住民参加のまちづくりの第一歩になり 
ます。行政は住民参加の協働事業を積極的に情報発信・支援・実施すべきと思います。 

②近年の日本経済の低下・少子高齢化・若い世代の参画減少などが複合的課題と言われています。 

これらの課題は地域拠点・多世代交流・地域力により解決し、多世代参加の住民が健康生活 

維持と地域貢献を共有することが新しい時代の課題です。    



羽曳野丘陵の白鳥伝説

平成１０年撮影

その昔、日本武尊が白鳥になって、美しい 羽 を 曳 いて 野 を
飛んだ姿から 「羽 曳 野」 という地名が生まれました。

ビオトープ

白鳥さんまっていました。

いらっしゃい！





ビオトープつくり

２００５

これから池つくりが始まります。

２００６ 池がができました。

メダカの放流しました。

２００６ 幼稚園児が

森にどんぐりを３０本植えました。

どんぐりの森をつくります。

２００６ 夏になったら水遊び ２００６ 幼稚園児と花壇をつくりました。



羽曳が丘E&Lと
大学による協働活動

健 康環 境
E

福 祉
L

ビオトープ
フェスタ
健康測定会
健康教育
健康相談

交流サロン
健康測定会
健康教育
健康相談

惣菜
調理宅配
家庭訪問

アンケート
調査
健康意識

活動の住民全体への周知
若い世代の活動への参加の促進

健康の視点の重視
健康づくり支援

学会やサミットでの活動報告

ビオトープフェスタでの測定会

大学での特別授業・・（特別講師としてきていただきました）
学生は皆さんの活動を知り、看護職としてできる保健活動について話し合いました

交流サロンでの健康相談・講話



羽曳が丘E&L会員を対象にした社会活動に関する調査

課題・問題
若い人達の参画、身体・健康
時間的拘束、参加のきっかけ

性格、関心、価値観

理念・効果
地域での新交流、地域貢献
生きがい、健康維持
閉じこもり防止

社会活動をしている人の特徴と活動参加や活動継続の要因を明らかにする

近所交流自宅 地域交流 社会活動

住民活動とリンクした協働の必要性を再認識
お互いが支えあい相乗効果をもたらす社会貢献 （教育・研究の視点含）を目指す
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ＢＥＬＩＥＶＥ
1.たとえば君が 傷ついて
くじけそうに なった時は
かならず僕が そばにいて
ささえてあげるよ その肩を
世界中の 希望のせて
この地球は まわってる
いま未来の 扉を開けるとき
悲しみや 苦しみが
いつの日か 喜びに変わるだろう
Ｉ believe in future
信じてる

２.もしも誰かが 君のそばで
泣きだしそうに なった時は
だまって腕をとりながら
いっしょに歩いて くれるよね
世界中の やさしさで
この地球を つつみたい
いま素直な 気持ちになれるなら
憧れや 愛しさが
大空に はじけて耀るだろう
Ｉ believe in future
信じてる

いま未来の扉を開けるとき
Ｉ believe in future
信じてる

作詞 作曲 杉本竜一

合唱 エンジェルス ハーモニー

アート 秋 月


